
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
・
フ
ォ
ン
・
ロ
ー
レ
ッ
（
一
八
四
六
’
一
八
八
四
）

は
明
治
九
年
五
月
か
ら
明
治
十
三
年
三
月
ま
で
、
名
古
屋
の
愛
知

県
公
立
医
学
校
で
医
学
を
教
え
て
い
た
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
ウ
ィ

ー
ン
大
学
で
学
ん
だ
彼
は
、
多
く
の
講
義
を
行
っ
た
が
、
そ
の
う

ち
の
皮
膚
科
学
の
講
義
内
容
が
日
本
語
に
訳
さ
れ
、
「
皮
膚
病
論
一

斑
」
と
い
う
本
に
な
っ
て
残
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
日
本
人
に
よ

っ
て
訳
出
さ
れ
た
皮
膚
科
学
の
本
と
し
て
は
最
も
早
い
時
期
の
も

の
で
あ
り
、
当
時
ョ
Ｉ
ロ
ッ
パ
で
大
い
に
発
展
し
た
皮
層
科
学
を

我
が
国
に
導
入
、
紹
介
す
る
に
大
い
に
与
っ
た
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

そ
こ
で
、
ま
ず
こ
の
「
皮
層
病
論
一
斑
」
に
つ
い
て
紹
介
し
、
ロ

ー
レ
ッ
が
講
義
し
た
皮
膚
科
学
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た

か
、
を
見
て
い
き
た
い
。
特
に
ヘ
ブ
ラ
の
影
響
に
つ
い
て
、
皮
膚

病
分
類
と
治
療
を
中
心
に
調
べ
て
み
た
。
次
に
、
日
本
語
に
訳
さ
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ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
・
フ
ォ
ン
・
ロ
ー
レ
ッ

の
「
皮
層
病
論
一
斑
」

今
泉
孝

れ
た
病
名
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
、
現
在
で
も
使
用
さ
れ
て
い
る

か
ど
う
か
、
に
つ
い
て
も
調
べ
た
。

一
「
皮
府
病
諭
一
斑
」
に
つ
い
て

ロ
ー
レ
ツ

明
治
十
二
年
六
月
四
日
か
ら
同
月
十
三
日
ま
で
の
老
烈
氏
の
講

義
を
、
訳
司
兼
教
官
の
田
野
俊
貞
が
口
訳
し
、
教
官
の
石
井
栄
三

が
筆
記
し
、
翌
十
三
年
三
月
に
発
刊
さ
れ
た
。
序
文
の
中
に
「
同

氏
（
ロ
ー
レ
ッ
の
こ
と
）
ハ
原
ヲ
桾
設
氏
実
験
内
科
書
二
資
リ
病
門

へ
プ
ラ

ヲ
区
分
ス
ル
ニ
夫
ノ
高
名
ナ
ル
皮
膚
病
家
歌
貌
刺
氏
ノ
式
ヲ
用

上
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
ヘ
ブ
ラ
式
の
皮
膚
病

分
類
が
ロ
ー
レ
ッ
に
よ
っ
て
我
が
国
に
紹
介
さ
れ
た
、
と
す
る
記

述
が
多
い
・

二
「
皮
府
嫡
諭
一
斑
」
に
み
る
ヘ
ブ
ラ
の
影
響

ａ
皮
府
病
分
類
に
つ
い
て

フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ド
・
フ
ォ
ン
・
ヘ
ブ
ラ
（
一
八
一
六
’
一
八
八

○
）
は
ウ
ィ
ー
ン
大
学
お
よ
び
総
合
病
院
で
皮
膚
科
学
を
教
え
た
。

ロ
ー
レ
ッ
は
一
八
六
六
年
に
同
大
学
に
入
学
し
て
い
る
の
で
、
時

期
的
に
は
ヘ
ブ
ラ
と
同
時
期
に
大
学
に
い
た
が
、
ロ
ー
レ
ッ
の
履

修
記
録
に
は
ヘ
ブ
ラ
の
名
前
が
な
い
こ
と
か
ら
、
少
な
く
と
も
同

大
学
で
は
ヘ
ブ
ラ
か
ら
直
接
講
義
を
受
け
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
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い
と
思
わ
れ
る
。
ヘ
ブ
ラ
は
、
病
理
解
剖
学
的
変
化
を
も
と
に
皮

層
病
を
十
二
種
類
に
分
類
し
（
一
八
四
五
年
）
、
こ
れ
が
有
名
な
ヘ
ブ

ラ
の
皮
膚
病
分
類
と
な
っ
た
。

「
皮
膚
病
論
一
斑
」
で
は
本
文
を
十
二
章
に
分
け
、
約
二
十
ほ
ど

に
皮
層
病
を
分
類
し
て
い
る
が
、
前
述
の
ヘ
ブ
ラ
の
分
類
と
は
必

ず
し
も
一
致
し
て
お
ら
ず
、
旧
来
の
分
類
に
従
っ
て
い
る
よ
う
に

思
え
る
。
い
わ
ゆ
る
原
発
疹
と
続
発
疹
の
区
別
が
十
分
で
な
い
し
、

病
因
論
的
分
類
は
不
十
分
な
も
の
の
、
寄
生
物
性
皮
層
疾
患
に
つ

い
て
の
記
載
が
充
実
し
て
い
る
。

ｂ
ヘ
ブ
ラ
が
記
載
し
た
疾
患
に
つ
い
て

癖
癬
に
つ
い
て
は
本
文
の
う
ち
の
９
分
の
１
を
割
い
て
記
載
し

て
い
る
。
虹
彩
状
へ
ル
ペ
ス
の
病
名
は
あ
る
が
、
多
形
浸
出
性
紅

斑
に
つ
い
て
は
記
載
な
し
。
腺
病
性
苔
癬
、
鼻
硬
腫
、
庖
疹
状
膿

痂
疹
は
見
ら
れ
な
い
。

Ｃ
治
療
に
つ
い
て

治
療
に
つ
い
て
は
、
ヘ
ブ
ラ
の
方
法
を
幾
度
と
な
く
引
用
し
て

お
り
、
彼
の
影
響
が
強
く
現
わ
れ
て
い
る
。

鱗
苔
癬
（
乾
癬
の
こ
と
）
、
鱗
屑
疹
（
魚
鱗
癬
の
こ
と
）
、
膿
苔
疹
（
膿

ｄ
病
名
に
つ
い
て

痂
疹
の
こ
と
）
は
現
在
使
用
さ
れ
な
い
・
胃
ｓ
①
め
を
籏
生
小
胞
あ
る

い
は
ヘ
ル
ペ
ス
と
記
し
、
胃
冒
冒
侭
吊
を
胞
疹
と
訳
し
て
い
る
。

三
「
列
氏
皮
膚
病
学
」
と
の
比
較

こ
の
訳
書
は
、
エ
ド
ム
ン
ド
・
レ
ッ
セ
ル
（
一
八
五
二
’
一
九
一

八
）
が
一
八
九
四
年
（
明
治
二
十
七
年
）
に
出
版
し
た
本
（
第
八
版
）

か
ら
そ
の
一
部
を
下
平
用
彩
が
訳
出
し
た
も
の
で
あ
る
（
明
治
二

十
九
年
出
版
）
。
こ
の
訳
書
で
は
皮
膚
病
を
第
十
五
篇
ま
で
分
け
て

記
載
し
、
計
九
十
二
章
す
な
わ
ち
九
十
二
種
の
病
名
が
列
記
さ
れ

て
い
る
。
ヘ
ブ
ラ
の
記
載
し
た
病
名
は
大
部
分
見
ら
れ
る
。

病
名
で
は
、
鱗
屑
疹
（
乾
癬
の
こ
と
）
、
膿
疽
疹
（
膿
痂
疹
の
こ
と
）

な
ど
が
み
ら
れ
、
扁
弓
①
ｍ
を
旬
行
疹
と
訳
し
て
い
る
が
現
在
は
使

わ
れ
な
い
。
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